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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

農産物の競争力を強化するためには、特色ある品種の利用と確実な種苗管理が求められる。県

が新たに開発したオリジナルリンドウ品種「天の川」は栄養繁殖系品種であり、育成者権保護の

観点から品種の正確な識別が必要不可欠である。そこで、6 種類の DNA マーカーを用いて品種

を特定する識別技術を開発した。 

                                                                                                                          

（１） 識別手順は、植物体の葉身をサンプリングし、DNA を抽出し PCR 反応後、DNA アナライ

ザーにより多型解析を行う（図１）。 

（２） 6 種類のマーカーのいずれかを用いることで「天の川」と既存の県オリジナル種子繁殖系品

種を識別できる（表１）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 原種生産における純度の維持に貢献できる。 

（２） 品種ブランド及び育成者権の保護に貢献できる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 福島県農業総合センター等で品種識別を行う際に活用する。 

 

４ 普及上の留意点 

（１） DNA アナライザー（ThermoFisherScientific 社製 ABI3130）などを用いてフラグメント解

析を行う。 

（２） PCR に用いるプライマーは、Ushiku ら（2011）の報告した配列を元に作成した。  
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図 1 リンドウの品種識別手法 

葉身採取 遺伝子型の判別 

D

N

A 

抽

出 

P

C

R 

電

気

泳

動 

※葉身を約 100mg 程度になるよう切断し抽出に用いる 

表 1 6 種類の DNA マーカーとその遺伝子型 
（単位：bp）

系統名・品種名 子房親 花粉親 Gtm01 Gtm10 Gtm28 Gtm34 Gtm84 Gtm86 備考

天の川 150 178/185 111/123 194 234/266 180 栄養繁殖系

（参考）県オリジナル種子繁殖系品種

ふくしま凜夏 WA6-1-1 WA6-18-2 126 171/178 135 198/200 263 185 種子繁殖系

ふくしまかれん SP TP1-4-6 110/130 171 110/140 200 263/279 182 種子繁殖系

ふくしまさやか AE2-2 TY1-11-4-9 110 171 110 200 263 182/186 種子繁殖系

ふくしまみやび TY1-5-8 TY1-11-4-9 130 171 140 200 263 182/186 種子繁殖系

ふくしましおん HI1-2-4-3-13 TY1-5-8 110/130 171 130 200 263 186 種子繁殖系

ふくしまほのか BA1-2-3-19 DB3 120/130 171 110/130 200 263 186 種子繁殖系

※数字はフラグメント解析で観測されたDNA増幅断片の長さ（bp）を示す。/で区切られているのは2つの長さのDNA断片が

観測されたことを示す。


